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金
融
機
関
で
、
定
額
給
付
金
を
巡
っ
て
新
た
な
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

ロ
ー
ン
の
返
済
用
口
座
が
給
付
金
の
振
込
口
座
に
指
定
さ
れ
た
場
合
、
延
滞

が
あ
る
と
返
済
資
金
と
し
て
自
動
引
き
落
と
し
処
理
さ
れ
る
た
め
だ
。
契
約

上
は
正
当
な
取
り
扱
い
だ
が
、
一
部
自
治
体
が
税
金
滞
納
暑
【の
給
付
金
を
差

し
押
さ
え
た
こ
と
が
社
会
問
題
化
し
た
こ
と
も
考
慮
。
地
方
銀
行
の
な
か
に

は

「店
頭
対
応
Ｑ
＆
Ａ
の
策
定
を
検
討
」
や

一
部
の
信
用
金
庫
で
は

「ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
店
頭
ポ
ス
タ
ー
で
顧
客
に
注
意
喚
起
を
検
討
」
す
る
な
ど
、
事

前
事
後
の
説
明
態
勢
を
整
備
す
る
動
き
も
あ
る
。

一
般
的
に
、
住
宅
ロ
ー

ン
や
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
延

滞
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
柔
決
済
が
あ
る
場
合
、

引
き
落
と
し
額
を
超
え
る

入
金
が
あ
れ
ば
、
当
日
中

に
自
動
的
に
決
済
さ
れ

る
一
給
付
金
の
場
合
も
同

じ
取
り
扱
い
に
な
る
た

め
、
支
給
日
に
引
き
落
と

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

法
的
に
は
問
題
が
な
い

措
置
だ
が
、″
消
費
刺
激
″

と

″生
活
支
援
″
の
性
格

が
あ
る
給
付
金
だ
け
に

「顧
薔
が
シ
ス
テ
ム
を
十

分
に
理
解
し
て
い
な
い
Ｌ

ト
ラ
ブ
ル
に
発
震
す
る
」

（地
域
銀
）
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
定
額
給
付
金
は

給
付
対
象
者
が
家
族
全
員

で
も
、
受
給
者
は
世
帯
主

に
な
っ
て
い
る
鶏
家
族
そ

れ
ぞ
れ
に
支
給
さ
れ
る
」

と
い
う
誤
解
か
ら
混
乱
も

予
想
さ
れ
る
。

事
前
の
対
応
策
は
、

「返
済
用
口
座
以
外
の
回

座
を
給
付
金
の
振
込
口
座

に
指
定
し
て
も
ら
う
し
か

な
い
」
の
が
現
実
だ
が
、利

用
者
へ
の
周
知
に
は
時
間

的
制
約
も
あ
る
。
総
務
省

も
想
定
外
の
問
題
で
、
今

の
と
こ
ろ
特
段
の
対
応
策

を
講
じ
る
予
定
は
な
い
。

大
半
の
金
融
機
関
は

「苦
情
が
あ
れ
ば
個
別
に

対
応
」
と
事
後
的
な
処
置

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
、

「顧
客
が
騒
ぐ
よ

う
な
事
態
に
な
れ
ば
イ
メ

ー
ジ
ダ
ウ
ン
穴
信
金
）
は

避
け
ら
れ
な
い
だ
け
に
、

説
明
態
勢
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
そ
う
だ
。

この低金利の時代、預金をしても仕方がない。

どうすれば良いだろう。

カウンタ中でなく、

ゆっくり相餃する椰置に通されたι
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ロー ン延滞 は 自動処理
金融機 関、トラブル 懸念


